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論文内容の要旨

〔目的〕

メニエール病，突発性難聴等の発作性，反復性内耳疾患の中には内耳循環障害が原因となっているものがあるがそ

の成立機序については今だ明かでない。本研究では，これら内耳'性疾患の発現に血小板凝集能の異常冗進が関与する

のではないかと考え，これを実験的に証明するため血小板凝集刺激作用を有するノルエピネプリン (NE) をモルモッ

トの一側頚動脈内より注入し，内耳微小循環の血流循環動態への影響を検討した。内耳蝿牛血流測定は，撮影機を用

いての直接生態観察(IVM) 法およびレーザードッブラ一法 (LD) 法を用い，蛸牛管外側壁の血流を観察対象とし

た。また，その際の2つの測定法の有用'性と差異についても比較検討した。

〔方法〕

実験動物は体重200-300 g の preyer 耳介反射良好な白色モルモット 55羽を雌雄の区別なく用いた。全身麻酔は，

pentobarbital sodiu (20昭//kg) による腹腔内注射麻酔により行なった。動物を仰臥位に固定し気管切開後，人工呼

吸器により呼吸管理を行った。内耳蛸牛の血流障害は一側の頚動脈内に留置したカテーテルから NE を頭部側に向かつ

て one shot で注入して作成した。 NE量は0.01 ， 0.15, 0.4, .2および2.5/kgを用いた。

蝿牛の血流測定法は， IVM法と LD法を用いた。 IMV法は蛸牛管外側壁内の血管の中で血流速度が比較的安定して

いる直径8μm前後の放射状細動脈枝を観察対象とした。撮影機は ARRIFLEX 16mm のカメラを用い，フィルムは

富士カラーリバーサルフィルムR125を使用した。撮影速度は測定する血流速度に応じて24-120 コマ/秒で、行い，撮影

フィルム画面上より血流速度 (V) と血管径 (D) を計測しさらに2つのパラメーターから血管内血流量(IBF)π

D 2V/4を求めた。

LD法による血流測定はレーザーのプロープを蛸牛第2または第3回転の骨壁に直角になる様に固定し測定した。こ

の方法により血流量 (LBF) と血液量 (BV) の変化が記録できた。 BV は血流測定領域の赤血球量の変化は IVM法

での D の変化に対応すると考えられる。レーザー血流量は Advance社製 Laser Flow Meter ALF 2100 である。使

用したレーザーはHe-Ne- レーザー3mW 以下，波長432.8nm，プロープの先端出力は2mW である。
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〔結果〕

1) 正常無処置モルモットの安静時血圧は平均53.6 (::t標準偏差: 5.8) mmHgで，血圧ガスは平均 p02 : 87.5 (::t5. 

9) mmHg , p02 : 35.7 (::t5.2) mmHG ,pH 7.38 (士 0.07) であった。この時の IVM法から求めたV は， 431 (士 7

1) μm/sec ， Dは8.3 (::t1.0)μmでLD法の LBFは4.0 (士1.5) (arbitry unit) , BV は430 (士 105) mmV であっ

fこ O

2) 正常無処置モルモットの蛸牛外壁血流を測定，血圧変動時の変化を比較した。その結果， IBF と LBF の比較では

血圧35-75mmHg の範囲で正の相関関係が認められた (y= 1.407X -2.996 , r =0.68)。しかし， BV と Dでは一定の

関係が認められなかった。

3) NE (0.01-2.5mg/kg) の頚動脈内投与は，著しい血圧上昇を認めた。これに対しても BF は増加あるいは低下の

ふたつの変化を示す事が IVM法と LD法で認められた。 BF の低下は，血圧の低いモルモットおいて顕著に認めら

れた。

4) この血流低下は， IVM法により plasma space の延長した所見から赤血球の重合，連銭形成によって生じたと考

えられた。

5) 蛸牛管外側壁の BF の変化は， LD法に比し IVM法で著明に認められた。

〔総括〕

蛸牛管外側壁血流測定を IVM法と LD法を用いて行い血圧と頚動脈内への NE の注入後の影響を比較検討した。そ

の結果，正常無処置モルモットを用いた血流の測定では一定の血圧範囲においてこれらの血流量測定値聞に相関性が

あり，両者の方法を用いて血流の変化を比較する事が可能である事が判明した。

頚動脈内への NE の注入は，著しい全身血圧の上昇を示すのに対し， IVM法では，血流の停止を認め， LD法では一

過性の低下を認めた。これらの血流障害は血小板凝集塊による微小血栓によるものと考えられるO しかし， NE 投与

量と血流量の関係では，ぞれぞれの測定法の観察対象となる測定範囲が異なるため，その結果にいくつかの点で違い

が生じる事が明かとなった。

論文審査の結果の要旨

本論文は，メニエール病，めまい症の発現機序の原因の1っとして，内耳循環障害を想定して，これを実験的に立証

するため，血小板凝集刺激作用を有するノルエピネフリン (NE) をモルモットのー側頚動脈内より注入し，内耳微

小循環の血流に及ぼす影響を観察した。

内耳蛸牛血流は，撮影機を用いた直接生態観察法(IVM) およびレーザードップラ一法 (LD) を用い，蛸牛管外

側壁の血流を観察した。

IVM法と LD法による血流量は，それぞれ血圧依存性を認め，血圧35-75mmHg で正の相関を示し， 2つの測定法は

比較可能である。

NEO.01-2.5昭の頚動脈内少量投与では IVM法， LD法共に蛸牛血流の増加或は低下する事が認められた。

IVM法によって血流の低下を示すものは， Plasma Space の延長や赤血球の重合，連銭形成が認められた。

NE の多量投与では共に血圧の上昇にかかわらず，血流低下を示した。

以上より，めまい発作時には，交感神経が興奮し血中 NE濃度上昇がみられ，血小板凝集能冗進，血清脂質の増

加，へマトクリッ卜値の上昇により，血液粘調度の増加がみられ，内耳微小循環障害が惹起されることを推測した。

IVM法と LD法を用い， NE注入による蛸牛血流障害を明らかにした本論文は，学位論文として充分価値あるもの

と認められる。
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